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平 成 30 年 度 一 般 会 計 予 算 を 家 計 ( 年 間 必 要 生 活 費 500 万 ) に 例 え る と・・・

平成 30 年度 一般会計予算
                             ( 宮古島市 )

1 年分の家計
( 年間必要生活費 500 万 )

市税 50 億 4556 万 1 千円
負担金・使用料など 13 億 5239 万 9 千円
地方交付税・地方譲与税・
各種交付金 135 億 7595 万 6 千円

国・県支出金 120 億 5402 万 3 千円
市債 44 億 8670 万円
繰入金 7 億 136 万 1 千円
合計 372 億 1600 万円

給料 約 68 万円
臨時 ( パート ) 収入 約 18 万円
仕送り 約 182 万円
特別仕送り 約 162 万円
ローン借入 約 61 万円
預貯金取り崩し 約 9 万円
合計 500 万円

支　出
人件費 57 億 1109 万 5 千円
物件費など 62 億 6811 万 6 千円
投資的経費・維持補修費 85 億 1573 万 9 千円
扶助費 82 億 3681 万 3 千円

補助費等 20 億 2198 万 5 千円
公債費 36 億 4430 万 6 千円
積立金・貸付金など 1120 万 4 千円
繰出金 28 億 674 万 2 千円
合計 372 億 1600 万円

支　出
食費 約 77 万円
光熱水費・通信費 約 84 万円
自宅増改築・修繕 約 114 万円
医療費、保険料、
介護サービス、利用料等 約 111 万円
子どもへのこづかい、
教育費、自治会費など 約 27 万円

ローンの返済 約 49 万円
預貯金 ほぼゼロ
子どもへの仕送り 約 38 万円
合計 500 万円

資 産 の 状 況
宮 古 島 市

基金残高 ( 見込 ) 159 億 9736 万円
市債残高 ( 見込 ) 409 億 5316 万円

資 産 の 状 況
家 計 に 例 え た 場 合

預貯金残高 215 万円
ローン残高 550 万円

　市債の種類によっては元利償還金（返済金）の一部が交付税の算定に使われます。宮古島市はほと

んどそういった市債メニューによる借入を行っており、世代間公平性（道路や学校等、長期間使用さ

れる施設の建設にあてられた市債の返済は、耐用年数等を参考に、使用する世代で公平に負担してい

ただく）の観点からも通常のローンとは違う点にご留意ください。

　1年間に必要な生活費500万円に対し、自ら稼いだ給料は約68万円、パート収入約18万円と少額で、

ほとんどの支出が親からの仕送り等約 344 万円（約 182 万円 + 約 162 万円）により賄われている状

態にあります。

Checkま と め
　平成 30 年度の予算案は、平成 27 年度以来、対前年度を下回る予算案となりました。これは、伊

良部地区小中一貫校整備事業が対前年度比で約 18 億円増となったものの、未来創造センターの事業

費約 18 億円減、県補助金配分額の減に伴う補助事業費の約 12 億円減などによる影響です。

　今回の予算案では、歳入では市税等の自主財源が対前年度比で 6.6％の伸びとなっております。また、

依存財源は対前年度比で約 4.7％の減となっております。そのうち、依存財源の県支出金は、上記の

県補助金配分額の減による影響等で約 15 億 4 千６百万円の減となっております。普通交付税は減額

3 年目にあたり、当初予算では前年度より約 4 億 7,000 万円減の約 112 億円で予算措置しております。

　市債は、前年度より 14 億 4,000 万円減の約 45 億円で予算措置しております。市債の予算措置に

関しては建設事業の予算措置に依存される為、予算編成において、中期財政計画にて年度間の平準化

を図っております。また、総務省が定める健全化判断比率の基準を超えることがないように調整して

おります。

今後も沖縄振興特別推進市町村交付金の推進による地域活性化、国の施策も含めた福祉行政による

サービスの向上を図るなど、地域の均衡ある発展にも努めて参ります。

　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　5 月 5 日 ( 土 ) 〜 5 月 11 日 ( 金 ) は『児 童 福 祉 週 間 』      
                                     市長メッセージ
　子どもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝である子どもたちに対す

る国民全体の願いであり、すべての子どもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、夢
と希望をもって未来の担い手として、個性豊かに、たくましく育っていけるような環境・社会をつ
くっていくことが重要であります。
　国では、毎年、５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間」と定めて、児童福祉の
理念の普及・啓発のための各種行事を行っています。
　宮古島市でも、平成 30 年度全国統一標語「あと一歩　力になるよ　その思い」をテーマに、市
役所の各庁舎で「こいのぼり掲揚式・児童絵画展」の各種催し物に取り組んでいます。
　市民の皆様におかれましても、子ども自身の不安や悩み、子どもの夢、将来の希望等について、
家族で話し合う等親子がふれあう機会を設け、子どもの健やかな成長、幸せについて考える意義深
い週間であることを願っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　 宮古島市長　下地敏彦

献 血

■お問合せ：宮古島市献血推進協議会 （健康増進課）☎ 73-1978
※献血の前日は睡眠 5 時間以上、当日は食事を摂ってご協力お願いします。

※降圧剤、高脂血症治療薬（一部を除く）、高尿酸血症治療薬を当日服薬
　していても献血が可能です。

【宮古地区献血日程】
平 成 30 年 5 月 14 日 ( 月 ) 〜 5 月 18 日 ( 金 )

平 成 30 年 5 月 21 日 ( 月 ) 〜 5 月 25 日 ( 金 )

の ご 協 力 を お 願 い し ま す !!
〜 献 血 で、 救 え る「 命 」 が あ り ま す 〜


